
近年の主な活動実績
☆県高等学校総合文化祭美術・工芸部門「最優秀賞」「優秀賞」多数
☆全国、九州高等学校総合文化祭美術工芸部門　毎年派遣
☆全沖縄青少年読書感想画コンクール「最優秀賞」「優秀賞」多数
☆西日本読書感想画コンクール「最優秀賞」 「優秀賞」多数
☆県高文連高等学校野外スケッチ大会「最秀賞」「優秀賞」多数
☆タイムス全琉図画コンクール「最優秀賞」「優秀賞」優良賞」多数
☆沖縄県高等学校総合文化祭ポスター「最優秀賞」「優秀賞」多数
☆沖縄県 愛鳥週間ポスター原画コンクール「最優秀賞」「優秀賞」多数
☆令和３年度用国土島緑化・育樹運動ポスター原画コンクール
　「林野庁長官賞」
 ☆児童・生徒の平和メッセージ展「最優秀賞」「優秀賞」多数
☆グローバルリーダー育成海外短期研修事業
　「沖縄県高校生芸術文化国際交流プログラム（美術工芸部門）」
　海外派遣多数

◆国立大学
　東京藝術大学　筑波大学　東京学芸大学　高知大学　琉球大学　
◆公立大学
　金沢美術工芸大学 京都市立芸術大学 長岡造形大学 沖縄県立芸術大学
◆私立大学
　多摩美術大学　武蔵野美術大学　東京造形大学　京都造形芸術大学
　女子美術大学　東北芸術工科大学　青山学院大学　名古屋芸術大学
　大阪芸術大学　成安造形大学　京都精華大学　京都嵯峨芸術大学
　日本大学　倉敷下伊集科学大学　九州産業大学　別府大学　その他

進路状況（近年の主な進学先）

美術コースの行事と課外活動
○年に一度の開邦祭では、美術コース全学年が一丸となって
　企画・展示を行います。
○学習成果を発表する場として毎年 11 月頃、「美術コース
　作品展」を開催しています。1,2,3, 年生全ての生徒の作
　品を出品し、3 年生は 3 年間の集大成として、1,2 年生
　は授業作品や課外作品など発表の場として自信を深め , 今
　後の制作意欲へとつなげています。
○デッサン力の向上を目的に「校内素描審査会」を実施して
　います。年 4 回行われるこの審査会は、1 年生から 3 年
　生まで学年に関係なく、各自で主体的に取り組んだデッサ
　ンを審査する校内コンクールです。テーマも様々で多くの
　個性的な作品が集まります。
○高等学校総合文化祭への出品により、毎年全国高等学校
　総合文化祭や全九州高等学校総合文化祭の県代表に選出
　されるなど、輝かしい成果をおさめています。

卒業生の約 8 割が美術系または教育美術系大学へ進学しています。
沖縄県立芸術大学進学者は開邦高校創立以来 170 名以上の合格者
を輩出し県内随一の進学率を誇っています。
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芸術科
美術コース

美術コース目標

専 門 科 目 の 授 業 内 容

～美術に関する専門的な学習を通し、感性を磨き、
　　　　　創造的な表現と鑑賞の能力を高める～
○ 美術の教科あるいは諸活動を通し、創造的表現に必要な
　 基礎・基本的な知識や技能を培う。
○ 観察力や想像力を培い個々の独創性を高め、創造の喜びを
　 味わい、豊かな表現力を養う。
○ 鑑賞能力を高め美術分野の発展に寄与する態度を育てる。

＜1 学年＞ : 基礎・基本の習得
○素　　描･･･主に幾何形体等のデッサンを通して形や質
　　　　　　 感・量感などを的確に捉えるために観察力や
　　　　　　 表現力を養う。
○構　　成･･･色彩の基礎的学習や技法、用具・材料等に
　　　　　　 ついて学び、構成力や表現力、色彩感覚等を
　　　　　　 養う。
○美術概論･･･美術全般における幅広い知識や技術・材料・
　　　　　　 技法等を体験的に学習する。

＜2 学年＞ : 創造的発想力の展開
○素　　描･･･主に石膏デザインや静物・人物等のデッサ
　　　　　　 ンを通して、形や質感・量感などを的確にと
　　　　　　 らえる描写力と表現力を養う。
○絵　　画･･･自画像・静物画の制作を通して油彩画の基
　　　　　　 礎基本を学ぶ。
○鑑賞研究･･･制作や作品鑑賞を通し芸術作品の見識を深
　　　　　　 める。
○ビジュアルデザイン･･･色彩の発展的学習や平面構成における表現力、
　　　　　　 構成力を養うとともに、デザインの多様性を
　　　　　　 学ぶ。
○コンピュータ造形･･･ソフトを活用し画像処理の基本操作を学ぶ。
　　　　　　 コンピュータグラフィックを活用した造形表
　　　　　　 現を学習する。

＜3 学年＞  ：創造的な思考力・判断力・表現力の追求
○素　　描･･･木炭デッサン / 鉛筆デッサンの表現力と技
　　　　　　 術力向上を目指す。デッサンにおける大学受
　　　　　　 験対策。
○美 術 史･･･日本や世界の美術の歴史を学び、多くの作家・
　　　　　　 作品の知識や見聞を広め、表現力の向上に役
　　　　　　 立てる。
○絵　　画･･･風景・人物・静物画、自由課題等の絵画制作。
　　　　　　 ｢美術コース作品展｣に向け取り組む。
○コンピュータ造形･･･ＣＧソフトを活用し画像処理の応用技術を学
　　　　　　 ぶ。 また、ポートフォリオの制作によりレイ
　　　　　　 アウトや編集の技術を学習する。
○専攻選択＜デザイン研究／絵画研究／立体研究＞
　　　　　   デザイン・絵画・立体造形の各専攻に分かれ、
　　　　　   作品を深く追求し研究する。プレゼンテー　
　　　　　   ションの能力を育成する。
○美術概論 ( 選 )･･･美術全般における幅広い知識や技術・
　　　　　　　　　  材料・技法等を体験的に学習する。
○環境造形 ( 選 )･･･様々な環境で活用される美術やデザイ
　　　　　　　　　  ンについて学習する。
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コンピュータ造形 定期素描審査会作品展示

スケッチ風景

絵画ー油彩（情物画）制作


